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 高い感度のウキを使ったフカセ釣りで 
 エサとコマセの完全同調を可能にした 
 

   軽快な籠仕掛け ・・・・ フカセ籠 
  
 コマセの無駄使い‘ゼロ’。エサ取り対策にも有効。 
 
  本パッケージの裏面に、概要を記載しています。 
  詳細は、ホームページにて紹介しています。 
 

仕掛け図  
ご愛用の仕掛けに、ビーズを追加して下さい。 
 

使い方 
 

① コマセを盛る。 

② ハリスを巻いて、エサを入れる。 

 ③ 締め糸を巻き、先端のガン玉をクレータに 
入れてコマセを詰める。 
 

これで投入準備完了。 
振り出し遠投もできます。 
 

 フカセ籠を投入すると、沈下しながら 
クレータのコマセが崩れ、締め糸が 
解かれて反転。 その結果、エサと 
コマセがバラケ出ます。 ・・・と同時に 
巻いたハリスが延びて同調成立。 
 その後のフカセ籠は、ユックリと浮上 
または、無重力（に近い状態）で 
浮遊させる事が 
できます。 
従って、ウキの 
感度に支障は 
ありません。 
 
締め糸先端のガン玉を 
１Ｂ以下にすると浮上、 
２Ｂ以上にすると、 
浮遊（沈下）します。 
商品は、２Ｂです。 
 

ビーズ 

クレータ 

ウキ止 

締め糸と 
先端のガン玉 

チモトのガン玉を 
推奨します。 
 

スナップでミチ糸へ 
引っ掛けて下さい。 
 

指の押し加減で 
バラケの深度が 
変えられます。 反転 

 

コマセについて－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 
 ・ 盛った後、押し固めない、および盛り過ぎないこと。 
  沈下中にウキのトップが見え隠れする程度が良い。 
 ・ 比重の重い素材をユルユルに練って使う。 
  比重が足らなければ、海砂を混ぜるのも一案でしょう。 

クレータに詰めるコマセは、籠に入れるコマセ（①）を 
小分けして、パサパサに練ったものを使う。 


